
『地球をほる』
川端 誠/作　 
BL出版  Ｅ/チ

地面にあなをほって、
地球のうらがわへ旅行
にいくことにしたつよし
とけんた。ほるにした
がって、本も少しずつ
回転！？とても楽しい
ぼうけんの本です。

『干し柿』
西村 豊/写真・文　　
あかね書房  Ｅ/ホ

そのままでは食べられな
いしぶ柿。でも、皮をむい
て干すと、お日さまと風
の力で、やさしいあまさ
の干し柿にへんしんしま
す。昔の人のちえって、
すごい！

『かあちゃん取扱説明書』
いとう みく / 作 佐藤 真紀子 / 絵 
童心社　Ｆ / イ

哲哉（てつや）のかあちゃんはいつ
も口うるさいです。とうちゃんから、
かあちゃんのあつかい方を聞いた
哲哉は、かあちゃんの取扱説明書
を作ろうと考えました。

『しゃべる詩あそぶ詩きこえる詩』
はせ みつこ/編 　飯野 和好/絵
富山房　 911/ シ

言葉遊びみたいな詩、はずむようなテ
ンポの詩、耳に心地良い詩。みんな
で、声に出して読んでみよう。「詩」っ
てこんなに楽しい！

『たかこ』
清水 真裕 / 文　 青山 友美 / 絵
童心社　Ｅ / タ

ぼくのクラスにやって来た、少し変
わった転校生のたかこ。遠足の
日、かみなりが鳴り、ひょうがふっ
てきた。そんな時、たかこが取っ
た行動とは。

『西遊記１　天の巻』
呉 承恩/[作] 　斉藤 洋/文　
広瀬 弦 / 絵　理論社　 923/ ゴ -1

山のてっぺんの大きな石から生まれた
サルの名前は、孫悟空（そんごくう）。
生まれながらの力を上達させて、さらに
は不老不死になって、地上や天界であ
ばれまわります。

『どんなかんじかなあ』
中山 千夏/ぶん　 和田 誠/え
自由国民社　Ｅ / ド

目が見えない、耳が聞こえない…ど
のようなかんじなのでしょう。目を長
くとじてみたり、いつもより耳をすま
せてみてください。知らなかった世
界に気がつけるかもしれません。

『注文の多い料理店』
宮沢 賢治 / 作　
池田 浩彰 / 絵
講談社　Ｅ / チ

山の中でまよっていると、
りっぱな料理店がありまし
た。入っていくと「注文が
多いですがごしょうちくだ
さい」と書いてあり、注文
のとおりに部屋を進んで
いくと・・・。

『先生、しゅくだいわすれました』
山本 悦子/作 　佐藤 真紀子/絵　
童心社　Ｆ / ヤ

「明日の宿題はわすれます。」「ぼくも
わすれます。」こんなことを言う人が
いたらずるいでしょうか？いえいえ、
上手なウソがつければ、宿題をわす
れたっておこられないんです。

『ぼくとあいつのラストラン』
佐々木 ひとみ / 作　スカイエマ / 絵　
ポプラ社　Ｆ / サ

大好きなジイちゃんが死んでしまった。ジ
イちゃんとの別れの日、「おい、走ろうぜ」
と言って走り出したあいつは、もしかし
て・・・。大切な人から受けとった気持ちを
強く思って、ぼくは走り出す。

『日本のむかしばなし』
瀬田 貞二/文 瀬川 康男/絵
梶山 俊夫 / 絵　のら書店　Ｆ /セ

「花さかじい」「ねずみのすもう」「三まいのお
ふだ」など、昔から語りつがれている、よく知
られた日本の昔話が１３話はいっています。
絵本で読んだことがあるお話を、物語として
楽しめます。

『魔女の宅急便』
角野 栄子 / 作 　
林 明子 /画
福音館書店　Ｆ / カ

ひとり立ちした魔女のキ
キが、黒ねこジジと共に
たどり着いた場所は、高
い時計台のあるコリコの
町でした。時には落ちこ
みつつも、成長していくキ
キに、元気をもらえます。

『ピトゥスの動物園』
サバスティア・スリバス/著
宇野 和美/訳 スギヤマ カナヨ/絵
あすなろ書房　 959/ ス

病気になってしまったピトゥスのため
に、仲間たちは動物園をつくろうと集
まりました。一日だけの動物園づくり
は、町の大人たちもまきこんで、大き
なイベントになっていきます。

『やさいはいきている 
　　　　　そだててみようやさいのきれはし』
藤田 智 /監修 岩間 史朗 / 写真撮影　
ひさかたチャイルド　 626/ ヤ

料理で使われなかった野菜のきれはしは、
すぐにすててしまいますね。すてる前に水に
つけてみてはいかがでしょう。野菜の生命力
がわかります。

『赤毛軍団のひみつ　　名探偵シャーロック・ホームズ１』　
コナン・ドイル/作　 岩淵 慶造/絵 岩崎書店　933/ド-1

赤毛軍団に入るためには、かみの毛がまっ赤でなくてはなりま
せん。軍団に入ったものの、すぐに赤毛軍団は消えてしまいま
す。あなたはホームズより先にこのナゾをとき明かせますか？

『しっぱいにかんぱい！』
宮川 ひろ/作 小泉 るみ子/絵
童心社　Ｆ/ミ

小学校の運動会のリレーでしっぱ
いをしてしまった加奈。朝ごはんも
食べられないくらい落ちこんでし
まっている加奈を救ってくれたの
は、おじいちゃんからの電話が
きっかけでした。

『ぼくがラーメンたべてるとき』
長谷川 義史 / 作・絵  教育画劇　Ｅ /ボ

ぼくがラーメンを食べているとき、みんなは何
をしているのだろう。テレビを観てる子、野球
をしてる子、お仕事している子。今この時も、
世界のどこかではこんな事が起こっているの
かもしれません。

『一つの花』
今西 祐行 / 文 　鈴木 義治 / 絵 
ポプラ社　Ｅ /ヒ

小さなゆみ子が初めておぼえた言
葉は「一つだけちょうだい」。お父さ
んが戦争に行く日、「一つだけ」と
泣くゆみ子にお父さんがくれたの
は、一輪のコスモスの花でした。

『はつてんじん』
川端 誠 /[ 作 ] 　
クレヨンハウス
Ｅ / ラ

どこへ行っても「あれ
買って、これ買って」と
こまらせる金坊（きんぼ
う）。ある日、お父さん
といっしょに初天神へ
出かけ、大きなたこを
買ってもらいました。で
も、たこに夢中になった
のは金坊ではなく・・・。

『ルドルフとイッパイアッテナ』
斉藤 洋 / 作　 杉浦 範茂 / 絵
講談社　Ｆ / サ

ひょんなことからトラックに乗ってし
まい、大都会に来てしまったネコの
ルドルフ。トラックから出たルドルフ
は大きなトラネコのイッパイアッテ
ナに出会います。

『赤毛のアン』
L.M. モンゴメリ / 作 村岡 花子 /訳 HACCAN/ 絵　
講談社　 933/モ -1

マシュウとマリラの兄妹の元にやってきた赤毛の女
の子・アン。想ぞう力ゆたかでおしゃべりなアンは、
時にさわぎを起こしつつ、関わるみんなを幸せにし
てくれます。

『大どろぼうホッツェンプロッツ』
プロイスラー/作  トリップ/絵
中村 浩三 /訳　偕成社　 943/プ

おばあさんの大切なコーヒーひきを取
りもどせ！カスパールとゼッペルはわ
なをしかけ、大どろぼうにいどみます
が、そうかんたんにはいかなくて…わ
くわく楽しい、ぼうけんのお話です。

『チビ竜と魔法の実』
富安 陽子 /著 大庭 賢哉 / 絵
偕成社　Ｆ / ト

パパは人間、ママはキツネ、そし
てちょっと不思議な力をもつ三人
の子どもたち。そんな信田（しの
だ）家には、トラブルがつきもの。
ある日、チビ竜がおふろ場に住
みついて…。

『百まいのドレス』
エレナー・エスティス/作 
石井 桃子/訳
ルイス・スロボドキン/絵
岩波書店　 933/ エ

いつも同じ服を着ている
ワンダ。「ドレスを百まい
もってる」と言いますが、
だれも信じてくれませ
ん。そればかりか、毎朝
からかわれるようになっ
てしまい・・・。
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